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1.  平成26年1月期第2四半期の連結業績（平成25年2月1日～平成25年7月31日） 

（注）当社は、平成25年８月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の割合で株式分割をおこなっております。１株当たり四半期純利益につきま
しては、当該分割が前連結会計年度の期首におこなわれたと仮定して算定しております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年1月期第2四半期 69 △56.2 △23 ― △23 ― △25 ―
25年1月期第2四半期 159 136.1 18 ― 22 ― △81 ―

（注）包括利益 26年1月期第2四半期 △25百万円 （―％） 25年1月期第2四半期 △81百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年1月期第2四半期 △9.47 ―
25年1月期第2四半期 △30.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年1月期第2四半期 1,055 1,021 96.7 379.28
25年1月期 1,087 1,046 96.2 388.75
（参考） 自己資本   26年1月期第2四半期  1,020百万円 25年1月期  1,046百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年1月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年1月期 ― 0.00
26年1月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成26年 1月期の連結業績予想（平成25年 2月 1日～平成26年 1月31日） 
当社グループは、売上高並びに費用に関して短期的な変動要素が多いため、四半期ごとに決算実施及び企業の概況を開示することにつとめ、業績予想
につきまして、開示を控えさせていただいております。 
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）当社は平成25年８月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して
上記株式数を記載しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書レビュー手続きの対象外であります。 
なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表レビューは実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
当社グループは、売上高並びに費用に関して短期的な変動要素が多いため、四半期ごとに決算実施及び企業の概況を開示することにつとめ、業績予想に
つきまして、開示を控えさせていただいております。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年1月期2Q 2,691,000 株 25年1月期 2,691,000 株
② 期末自己株式数 26年1月期2Q ― 株 25年1月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年1月期2Q 2,691,000 株 25年1月期2Q 2,691,000 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権発足後の金融緩和策や緊急経済対策等の景気刺激策が円安

や消費拡大を呼び込んだ結果、景況感の回復傾向など一部で景気回復の兆しがみられました。しかしながら、実体経済

への影響は限定的なものにとどまっており、海外景気の下振れ懸念等もあることから、景気の先行きには注視が必要な

状況が続いております。 

 このような状況の下、当社グループは引き続き、国際標準であるモデリング技術を活用したシステム開発サービス、

自社ネットワーク製品を活用したシステム開発サービス及びデジタル画像、映像に関連する処理技術のソリューション

の販売を推進してまいりました。 

 しかしながら、前年同期に計上したシステム開発案件の売上高に代わるシステム開発案件の売上計上に至らなかった

ため、当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高69,797千円（前年同期比56.2％減）、営業損失23,834千円

（前年同期は営業利益18,979千円）、経常損失23,690千円（前年同期は経常利益22,037千円）、四半期純損失25,491千

円（前年同期は四半期純損失81,686千円）となりました。 

  

 (ITサービス事業（旧ソフトウェア・システムサービス事業）) 

 ITサービス事業におきましては、データ通信ソフト「FastConnector」シリーズ、超解像の画像処理エンジンを搭載

した「ImageReporter」シリーズ、仕事・学校で使う動画共有アプリケーション「CorporateCAST」、UML・BPM等の国際

標準モデリング技術である「OMG認定技術者資格」の販売、構造的に整理するモデリング技術を活用したシステム開

発、ネットワーク基盤での自社ソフトウェア製品を活用したシステム開発販売及びデジタル画像、映像処理の自社ソフ

トウェア製品を活用したシステム開発販売を実施してまいりました。 

 以上の結果、当四半期連結累計期間におきましては、売上高64,197千円（前年同期比58.0％減）、営業損失3,072千

円（前年同期は営業利益49,454千円）となりました。 

 なお、第１四半期連結会計期間より、ソフトウェア・システムサービス事業の名称をITサービス事業に変更しており

ます。  

  

(自社ビル賃貸事業） 

 連結子会社である株式会社ディーキューブが保有する賃貸用不動産（自社ビル）の賃料収入であります。現在、株式

会社ディーキューブが保有する６階建ての当該自社ビルの２フロアに当社グループが入居し、その他をテナントとして

賃貸しております。     

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  ① 資産、負債及び純資産の状況  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、1,055,899千円（前連結会計年度末と比べ31,405千円減）となりまし

た。  

 流動資産は、689,638千円（前連結会計年度末と比べ26,188千円減）となりました。これは主に受取手形及び売掛金

が9,241千円（前連結会計年度末と比べ27,870千円減）となったことによるものであります。 

 固定資産は、366,261千円（前連結会計年度末と比べ5,217千円減）となりました。これは主に無形固定資産が18,037

千円（前連結会計年度末と比べ1,471千円減）、投資その他資産が167,881千円（前連結会計年度末と比べ4,346千円

減）となったこと等によるものであります。 

   

 流動負債は、28,724千円（前連結会計年度末と比べ6,112千円減）となりました。これは主に支払手形及び買掛金が

723千円（前連結会計年度末と比べ3,520千円減）になったことによるものです。 

  

 純資産は、1,021,262千円（前連結会計年度末と比べ25,294千円減）となりました。 

     

  ② キャッシュ・フローの状況   

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、669,105千円（前年同期

末残高は、707,063千円）となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその主な増減要因は以下のとおりであります。 

  

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果増加した資金は5,655千円（前年同期は、170,651千円の減少）となりました。 

 これは主に、税金等調整前四半期純損失23,690千円を計上したものの、売上債権の減少による収入27,896千円があっ

たためであります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果減少した資金は、4,015千円（前年同期は86,589千円の減少）となりました。 

これは主に、無形固定資産の取得による支出3,278千円、有形固定資産の取得による支出1,400千円等によるものです。

  

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動はありませんでした。   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社グループは、売上高並びに費用に関して短期的な変動要素が多いため、四半期ごとに決算実施及び企業の概況を

開示することにつとめ、業績予想につきまして、開示を控えさせていただいております。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積もりの変更と区別するのが困難な会計方針の変更） 

 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より平成25年２月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。  

  

該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年１月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 667,465 669,105

受取手形及び売掛金 37,111 9,241

商品及び製品 5,023 4,727

原材料及び貯蔵品 538 610

その他 6,122 6,111

貸倒引当金 △434 △159

流動資産合計 715,826 689,638

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 24,826 26,226

減価償却累計額 △1,321 △1,960

建物及び構築物（純額） 23,505 24,265

工具、器具及び備品 2,175 2,175

減価償却累計額 △1,586 △1,745

工具、器具及び備品（純額） 589 430

土地 155,646 155,646

有形固定資産合計 179,740 180,342

無形固定資産   

のれん 10,982 8,431

ソフトウエア 7,901 8,246

その他 624 1,359

無形固定資産合計 19,509 18,037

投資その他の資産   

投資有価証券 12,176 12,178

差入保証金 18,115 17,452

長期貸付金 6,900 6,900

長期前払費用 46,220 42,535

保険積立金 95,715 95,715

破産更生債権等 162,332 162,332

貸倒引当金 △169,232 △169,232

投資その他の資産合計 172,228 167,881

固定資産合計 371,478 366,261

資産合計 1,087,305 1,055,899
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年１月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,243 723

未払金 2,379 2,074

未払法人税等 6,102 4,220

前受金 16,885 15,927

その他 5,226 5,778

流動負債合計 34,836 28,724

固定負債   

長期預り保証金 5,867 5,867

繰延税金負債 43 44

固定負債合計 5,911 5,912

負債合計 40,748 34,636

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,119,605 1,119,605

資本剰余金 1,348,605 1,348,605

利益剰余金 △1,422,170 △1,447,661

株主資本合計 1,046,040 1,020,549

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 79 80

その他の包括利益累計額合計 79 80

少数株主持分 437 633

純資産合計 1,046,556 1,021,262

負債純資産合計 1,087,305 1,055,899
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年２月１日 
 至 平成25年７月31日) 

売上高 159,503 69,797

売上原価 61,939 31,548

売上総利益 97,564 38,249

販売費及び一般管理費 78,584 62,083

営業利益又は営業損失（△） 18,979 △23,834

営業外収益   

受取利息 1,611 69

為替差益 202 27

受取補償金 801 －

その他 442 47

営業外収益合計 3,058 144

経常利益又は経常損失（△） 22,037 △23,690

特別損失   

投資有価証券評価損 136 －

訴訟関連損失 99,013 －

その他 2,684 －

特別損失合計 101,834 －

税金等調整前四半期純損失（△） △79,796 △23,690

法人税、住民税及び事業税 1,799 1,605

法人税等合計 1,799 1,605

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △81,595 △25,295

少数株主利益 91 195

四半期純損失（△） △81,686 △25,491
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年２月１日 
 至 平成25年７月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △81,595 △25,295

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 13 1

その他の包括利益合計 13 1

四半期包括利益 △81,582 △25,294

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △81,673 △25,489

少数株主に係る四半期包括利益 91 195
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年２月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年２月１日 
 至 平成25年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △79,796 △23,690

減価償却費 3,256 2,997

のれん償却額 2,551 2,551

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,771 △274

受取利息及び受取配当金 △1,612 △70

売上債権の増減額（△は増加） △20,113 27,869

たな卸資産の増減額（△は増加） △102,722 224

仕入債務の増減額（△は減少） 33,639 △3,520

その他 △2,116 3,075

小計 △168,684 9,161

利息及び配当金の受取額 1,612 70

法人税等の支払額 △3,579 △3,576

営業活動によるキャッシュ・フロー △170,651 5,655

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,258 △1,400

無形固定資産の取得による支出 △340 △3,278

投資有価証券の取得による支出 △50,000 －

事業譲受による支出 △25,000 －

貸付けによる支出 △30,000 －

貸付金の回収による収入 20,000 －

その他 9 663

投資活動によるキャッシュ・フロー △86,589 △4,015

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △257,240 1,640

現金及び現金同等物の期首残高 964,304 667,465

現金及び現金同等物の四半期末残高 707,063 669,105
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該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。  

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年２月１日 至 平成24年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円)

（注）１．セグメント利益の調整額△37,456千円には、セグメント間消去660千円、各報告セグメント  

     に配分していない全社費用△38,116千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属 

     しない販売費及び一般管理費であります。  

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

     

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  

  
報告セグメント  

  
  

調整額 

（注）１  

  

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２ 

ソフトウェア・
システム 

サービス事業 

自社ビル 
賃貸事業  

計 

 売上高 
          

 (1)外部顧客への売上高  152,929  6,574  159,503  －  159,503

 (2)セグメント間の内部売上高 

   又は振替高  

 －  4,293  4,293  △4,293  －

計  152,929  10,867  163,797  △4,293  159,503

セグメント利益  49,454  6,982  56,436  △37,456  18,979
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年２月１日 至 平成25年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円)

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△25,479千円には、セグメント間消去1,100千円、各報告セグメント  

     に配分していない全社費用△26,579千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属 

     しない販売費及び一般管理費であります。  

   ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

   ３．第１半期連結会計期間より、ソフトウェア・システムサービス事業の名称をITサービス事業に変更してお  

     ります。  

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。   

  

  

  
報告セグメント  

    

調整額 

（注）１  

  

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２ 

ITサービス事業
（旧ソフトウェ
ア・システムサ
ービス事業）

自社ビル 
賃貸事業  

  
計 

 売上高 
          

 (1)外部顧客への売上高  64,197  5,600  69,797  －  69,797

 (2)セグメント間の内部売上高 

   又は振替高  
 －  3,756  3,756  △3,756  －

計  64,197  9,356  73,554  △3,756  69,797

セグメント利益又は損失（△）  △3,072  4,717  1,645  △25,479  △23,834
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